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水稲二期作のための水管理に関する研究
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水稲作季の移動に関する試験

従来ムダ訓憎諷地区では品種 Bahagiaを用いた 9月

走き-1月収穫グ） Main season cropping (「Ff手竹）と

3月主ぎ-7月収穫リ） Off season cropping (屹季作）

が奨励されて来たっしかし化］地区での滑訊叶両を 1「]滑

化し，)(舟り作業機•乾燥励設を遵入ナるためには Main

season, Off seasonのそれそれにし、＜つかの作季を組

合せることがりぞましし、。収贔・品質につし、ても検吋

を要するc
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第 1図 作季試験の収量とその構成要素

（中間結果）

試験の方法

1 試悛場所 Telok Chengai R. P. T. C 構内／）

ケージ

2 供試品種 Bahagiaおよび Ria

3 は種期・移柏期 町 Jl日まき，同月26日移

柏

4 l区面積捻よび反覆 I Iメ:900 ft2 反覆なし

5 その他いずれも当地の＇慣行による

6 調査項目 用水誓とそ,J)構成要素（絡発牧・

没透），ほ場作業坑と作業に閃係す

る要1-"I(雑芹I発・!jミ贔..I: 壌硬塵．

収穫間稲体水分など），牛育解析，

収旦およびその構成要系

現化までの試験経過

1970年 6月開始，現在 2年目に千る。たたし70缶12

/j ~71年 3月は＼噂ふ鼠害乃ため試験を放染した 収

景の中間紺；果は第 1図,nとおりであるっ

浅水間断灌漑に関する研究

ムダ河灌調地区水田では，通常 15~•2:0cn 程塵の深

水が多し、()これは雑草の発生を抑制し，繁雑な水秤坪

を必要としなし、利点があるが，反面灌漑水の担失が人

ぎし、，また，水稲の生育を抑制し，機械作業にも障書

となる 3 当地におげる浅水間憎謁の可能 Iりを知る—

試験の方法

1 試験場所 Alor Star郊外 Jー）農家I胤場認よび

Bumbong Lima農試

2 灌漑処即の力訟

移柏期
有効分げつ
決定期

出肥期 収穫期

間断灌漑区

恨行灌漑Iベ
3 廊肥法チ，':ノ (Lb/ad

］こfl巳 t,1↓リl巳(1) 打↓りl巴(2) 屯［リl巴('.l) 1叶’

追肥重点区 ,(;) 15 ]0 '.)0 120 

尼肥直点に l5 -- :30 15 90 

注）柏/jじ(II えい化分化期，穂肥(2) 械数分裂期

穂肥(:J) 穂揃期

4 l I叉而積および反覆 l区り~lエーカー，
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